
令和４年度 

第３回入間市文化財保護審議委員会 

＜次 第＞ 
 

日 時  令和５年３月２９日（水） 

午前１０時～午前１１時３０分 

会 場  博物館 会議室 

 
 
１ 開 会 

 

 

２ 挨 拶 

 

 

３ 議 題 

(1) 指定文化財の候補について〔資料１・P.1-6〕 

 

４ 報 告 

(1) 旧黒須銀行復元修理事業の状況について〔資料２・P.7-20〕 

(2) 新規指定文化財の指定について〔資料３・P.21-24〕 

(3) その他 

 

 

５ その他 

 

 

６ 閉 会 
 





会田津満の全国巡礼関係史資料
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復元断面詳細図 1：30
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1
2

1,823 1,823 1,823 1,823 3,603

10,895 933.5 2,738

入口

１階平面図

1,865

1,8301,828

2,7311,8651,7352,731

10,927

腰葛石先端

腰葛石先端

腰
葛

石
先

端

腰
葛

石
先

端

旧状は畳敷

ケヤキ框戸 ケヤキ框戸

土台線

土台線
腰壁釉薬タイル張り

土台線

210

土台幅 210ｍｍ

鉄製折れ戸
戸袋 戸袋

戸袋

戸
袋

戸
袋戸
袋

引違ガラス窓

引違ガラス窓

引違ガラス窓

引
違

ガ
ラ

ス
窓

引
違

ガ
ラ

ス
窓

引違ガラス窓 引違ガラス窓

引違ガラス窓

ケヤキ柱202× 202

土台外面

土台外面

土台外面

腰タイル仕上げ面

腰タイル仕上げ面

框：モルタル金鏝仕上げ

柱：桧173× 173

柱：桧 173× 173

柱：桧 173× 173

下屋柱：桧 142× 142

柱：杉 144× 144

柱：杉 144× 144

外壁：黒漆喰仕上げ

1
9
7
.
1

1
4
2

角鋼： 16× 16

角鋼： 16×16

1
,
8
1
9

1
,
8
1
6

8
9
7
.
5

現況調査詳細資料-１ 1：30

A2

MEMO

A -  57

（有）歴史環境研究所

一級建築士大臣登録 第59901号 植草 清見

作
成
者

№

工事名称

図面名称

一級建築士事務所

一級建築士事務所埼玉県知事登録（3）9789号 縮尺

設
計
事
務
所

旧黒須銀行復元修理工事基本設計

発注者：入間市



現況調査詳細資料-２ 1：30

現況

ケヤキ大梁：206×443

1,636

応接室小屋伏図

応接室

出納室

1
,
8
2
1

1
,
8
1
9

1
,
8
1
6

5
,
4
5
6

2
,
1
1
2

7
,
5
6
8

1,823 1,823 1,823 1,823 3,603

10,895 933.5 2,738

1,865

1,8301,828

2,7311,8651,7352,731

10,927

根太： 70× 116＠ 454.5

２階梁： 187× 362

力根太： 141× 236

力根太： 141× 236

根太： 70× 116＠ 454.5

根太： 70× 116＠ 454.5

根太： 70× 116＠ 454.5

２階梁： 187× 362 ２階梁： 187× 362

２階管柱：桧 172× 172

もとの力根太の位置

通し柱：桧 173× 173

通し柱：桧173× 173

通し柱：桧 173× 173

階段部分 吹抜

ケヤキ通し柱：202×186ケヤキ通し柱：202×186

根太掛け：70×120

根太掛け： 70× 120

ササラ受け梁

２階床伏図

187 187 187

1
4
1

1
,
6
8
3

1
4
1

モヤ： 122× 122

小屋束： 114× 114

野隅木： 122× 122

隅梁：松丸太φ 240

繋ぎ梁：松丸太φ 180

火打ち梁：150× 210

投げ掛け梁：松丸太φ 240

繋ぎ梁：松丸太φ 180

913 913912

5
7
2

軒桁： 165× 210

軒桁： 165× 210

モヤ： 122× 122

モヤ掛

下屋桁：165×223

下屋繋梁：165×244 下屋繋梁：165×244

下屋繋梁：165×244

4
3
8

4
3
8 1
,
8
1
9

1
,
8
1
6

8
9
7
.
5

1,818 1,818 1,818 1,818 1,818 1,818

A2

MEMO

A -  58

（有）歴史環境研究所

一級建築士大臣登録 第59901号 植草 清見

作
成
者

№

工事名称

図面名称

一級建築士事務所

一級建築士事務所埼玉県知事登録（3）9789号 縮尺

設
計
事
務
所

旧黒須銀行復元修理工事基本設計

発注者：入間市



鉄板製突き上げ戸 鉄板製突き上げ戸

鉄製格子φ24ｍｍ

会議室

床：板20ｍｍ下地合板張り

1
,
8
3
5

1
,
8
1
6

1
,
8
1
9

5
,
4
5
6

1
,
8
2
1

2,7312,7312,731 2,731

10,924

２階平面図

下ル

下
ル

角鋼16ｍｍ× 16ｍｍ

柱：桧 172× 172

外壁：黒漆喰塗り

手摺：桧 106× 75

親柱：桧 106× 106× 1,088

戸袋

戸
袋

戸袋 戸袋

揚げ下げ窓 揚げ下げ窓 白漆喰塗り

柱：桧172× 172

柱：桧 172× 172

ケヤキ通し柱： 202× 186ケヤキ通し柱： 202× 186

木製巾木：Ｈ 120

木製巾木：Ｈ 120

引違いガラス戸

引違いガラス戸

引
違

い
ガ

ラ
ス

戸

現況調査詳細資料-３ 1：30

A2

MEMO

A -  59

（有）歴史環境研究所

一級建築士大臣登録 第59901号 植草 清見

作
成
者

№

工事名称

図面名称

一級建築士事務所

一級建築士事務所埼玉県知事登録（3）9789号 縮尺

設
計
事
務
所

旧黒須銀行復元修理工事基本設計

発注者：入間市



梁挟み梁：松φ 185

2,7312,7312,731

10,924

1
,
8
1
6

1
,
8
2
1

1
,
8
1
9

5
,
4
5
6

出桁：寸法不詳

出桁：寸法不詳

出し梁：寸法不詳

出し梁：寸法不詳

小屋伏図

1,8231,823 1,823

1
,
8
1
9

9
1
0

9
0
9

棟木： 145× 150

棟束： 114× 114

梁挟み梁：松φ 185

敷梁（中引梁）：φ 180

地棟：松φ 164

二の小屋：松φ 185

二の小屋：松φ 185

モヤ： 135× 135

モヤ： 135× 135

大梁：松φ 270

大梁：松φ 270 野隅木： 135× 135

野隅木： 135× 135

敷梁（中引梁）：φ 180

繋ぎ梁：松φ 165

繋ぎ梁：松φ 165

繋ぎ梁：松φ 165

梁挟み梁 松φ 185

梁挟み梁：松φ 185

梁挟み梁：松φ 185

梁挟み梁：松φ 185

小屋束： 114× 114

小屋束： 114× 114

小屋束： 114× 114

小屋束： 114× 114

地棟：松φ 164

桁： 182× 303

桁： 182× 303

桁： 182× 303
天秤梁：松φ 165

天秤梁：松φ 165天秤梁：松φ 165

現況調査詳細資料-４ 1：30

現況

A2

MEMO

A -  60

（有）歴史環境研究所

一級建築士大臣登録 第59901号 植草 清見

作
成
者

№

工事名称

図面名称

一級建築士事務所

一級建築士事務所埼玉県知事登録（3）9789号 縮尺

設
計
事
務
所

旧黒須銀行復元修理工事基本設計

発注者：入間市



現況調査詳細資料-５ 1：30

現況

5
9
3

202 176 202

2,731

桁行断面図

戸袋部分 戸袋部分

板張り

4
4
3

２階床面

１階天井面

敷梁： 206× 443

営 業 室

カウンター

9
3
0

出納室

埋め木修理痕

埋め木修理痕

ケヤキ製羽目板

5,4622,713 2,716

後補の階段

敷梁下面

2
2
4

7
1
0

2
,
7
3
0

5
9
3

6
0
4

1
,
1
5
2

8
2
5

3
,
6
6
4

2
,
5
8
1

1
3
5

もとの床の高さ

1
1
8

1
,
7
8
7

7
5

ボード下地クロス張り

白漆喰塗り 白漆喰塗り 白漆喰塗り

白漆喰塗り白漆喰塗り
白漆喰塗り 白漆喰塗り

白漆喰塗り 白漆喰塗り

3
5
0

現状の地盤面

従来の推定地盤面

8
2
3

1
4
6

1
,
2
9
6

1
,
3
9
9

202 202

1,602

後補の鉄棒 φ15.5ｍｍ

1,833.75 1,833.75 1,780

8
2
5

白漆喰塗り

10

6

棟木：145× 150

地棟：松φ164

棟束： 114× 114

天秤梁：松φ 165
敷梁（中引梁）：φ 180

モヤ： 135× 135

モヤ： 135× 135909909

梁挟み梁：松φ 185

桁：182× 303 桁：182× 303

二の小屋：松φ 185

大梁：松φ 270大梁：松φ270

二の小屋：松φ 185

天秤梁：松φ 165

タルキ： 56×60＠ 363.5

繋ぎ梁：松φ 165 繋ぎ梁：松φ 165

２階梁： 187× 362 ２階梁： 187× 362

力根太： 141× 236

根太： 70× 116＠ 454.5

A2

MEMO

A -  61

（有）歴史環境研究所

一級建築士大臣登録 第59901号 植草 清見

作
成
者

№

工事名称

図面名称

一級建築士事務所

一級建築士事務所埼玉県知事登録（3）9789号 縮尺

設
計
事
務
所

旧黒須銀行復元修理工事基本設計

発注者：入間市



天井：白漆喰塗り

202

9
4

8
2
3

梁行現況断面図

4
4
3

1
,
0
6
4

1
,
2
9
6

7
7
6

8
2
4
.
0
4

10

５

9
5

3
5
0

現状の地盤面

6
4
5

1
7
8

1
,
2
9
6

7
4

1
,
3
2
5

1
4
6

357

1
6
5

3
0
0

3
0
0

3
0
0

1
5
0

1
1

7
7

1
2

2
4
4

白漆喰塗り

白漆喰塗り 白漆喰塗り

白漆喰塗り 白漆喰塗り 白漆喰塗り

白漆喰塗り

9
3
0

9
8
4

6
0
4

1
,
1
5
2

8
2
5

2
,
5
8
1

789 73

7
3

7
3

650

床：モルタル金鏝下地
塩ビタイル張り

土台土台

腰壁：施釉タイル張り

床：人造石研ぎ出し

天井：棹縁天井

351

120

212140

823 125

屋根：土葺き燻し切り落とし瓦葺き

土居のし：ヒモ丸瓦３段

敷梁：206× 443

白漆喰塗り

3
,
6
6
4

戸袋部分

1
,
1
7
8

5
9
3

白漆喰塗り

大梁：松φ 270梁挟み梁：松φ 185

二の小屋：松φ 185

天秤梁：松φ 165

地棟：松φ 164棟束： 114× 114

棟木： 145× 150

敷梁（中引梁）：φ 18010

6

小屋束：114× 114

モヤ： 135× 135

モヤ： 135× 135

小屋束： 114× 114

桁： 182× 303桁：182× 303

タルキ： 56× 60＠ 363.5

２階梁： 187× 362 力根太： 141× 236根太： 70× 116

438 438

復元１ＦＬ 復元１ＦＬ

60
0

設計ＧＬ
13

5

2,126 1,818 1,818 1,818

現況調査詳細資料-６

A2

MEMO

A -  62

（有）歴史環境研究所

一級建築士大臣登録 第59901号 植草 清見

作
成
者

№

工事名称

図面名称

一級建築士事務所

一級建築士事務所埼玉県知事登録（3）9789号 縮尺

設
計
事
務
所

旧黒須銀行復元修理工事基本設計



  

資料３ 



理由書 

(1)名  称  古
ふ る

谷
や

重
じゅう

松
ま つ

奉
ほ う

納
の う

祭
まつり

囃
ば や

子
し

祭
さ い

礼
れ い

図
ず

絵
え

馬
ま

 

(2)員  数  １面 

(3)種  別  有形民俗文化財 

(4)所 在 地  入間市大字二本木１００番地（入間市博物館寄託） 

(5)所 有 者  久保稲荷神社 宮司      

(6)指定の理由 

久保稲荷神社は、江戸時代から信仰が盛んで、近郷近在だけでなく江戸にも信者が広が

り、社務所や境内等には奉納された多くの品々が残っている。 

その一つに、「所澤植ノ宿古谷重松太鼓連中」が明治７年（１８７４）２月に奉納した、

縦９２センチ、横１８９センチの杉材からなる大絵馬がある。 

奉納者の 古
ふ る

谷
や

重
じゅう

松
ま つ

（１８３０～９１）は、幕末から明治期にかけて、所沢を中心とし

て、その周辺特に東京都北多摩郡・南多摩郡一帯に広まった「重
じゅう

松
ま

流
りゅう

祭
まつり

囃
ば や

子
し

（重松囃子）」

を創始した人物として知られる。重松流祭囃子の資料としては、他地域にもいくつか知ら

れているが、初期に属するものである。 

絵馬に描かれている情景は、初
は つ

午
う ま

の祭礼を忠実に描写したと考えられる山車行列である。

山車行列は、拍子木を打つ男性２人を先導に、手
て

古
ご

舞
ま い

装束の女性２人と木遣りを唄う男

性８人、大
お お

榊
さかき

を担ぐ男性８人が続く。さらに 裃
かみしも

に 菅
す げ

笠
が さ

姿の 旦
だ ん

那
な

衆（世話人）９人の

後ろには、飾り立てられた１頭の牛が山車を曳いている。山車は４つ輪形式で、腰巻は紅

白青の幕が下がる。屋根は 唐
か ら

破
は

風
ふ

形式で、鬼
お に

板
い た

は龍の彫り物、屋根の下には「奉納御寶

前稲荷宮」の提灯が並び、脇障子には「松に旭」が描かれている。屋根の上は、一本柱が

立ち上がり、その上の 高
こ う

欄
ら ん

には、黒色の面を被った人形（黒
こ く

式
し き

尉
じょう

）が立つ。高欄の 岩
い わ

座
く ら

には牡丹の花があしらわれ、馬
ば

簾
れ ん

状に青い 裂
き れ

が垂れ下がり、その下は綿布で飾られて

いる。山車の周囲は、運行係である男性１５人、山車の後方には 荷
に

茶
ち ゃ

屋
や

と男性２人が従

っている。また、山車の見物人として、西洋人を含めた人々が描かれ、絵馬左上方の富士

山を背にした社殿へ向かい、山車行列が進んでいる様を見ることができる。山車や大榊ま

た全体的にどこか急拵えの様子は新興的近代的な祭りの萌芽の様を感じさせる。 

なお、描かれている大榊に結び付けられた１６枚の短冊には、１４か所の地名が記され

ている。これは当時重松流が伝承されていた地域（所沢市、入間市、三芳町、東村山市、

清瀬市、小平市、武蔵村山市、立川市、瑞穂町）と考えられ、そのうちの１枚には「ふじさ

わ」と書かれている。久保稲荷神社の南方１．５キロメートルには、上藤沢連中の本境地

であった 神
し ん

明
め い

神社がある。絵馬は、上藤沢地内から久保稲荷神社への山車行列の様子が

描かれているとも推測される。 

近年この絵馬は、久保稲荷神社により精細な複製が作製され、調査の過程で、いままで

は分からなかった躍動的な構図と往時の美しい彩色が明らかになった。 

 古谷重松祭囃子奉納祭礼図絵馬は、市域にも足跡を残した重松流祭囃子の様子と、当時

の祭礼風俗を知る上で貴重な資料である。 

別記１ 








